
　若手医師が最初に書く英語論文といえば，“症例報告”が
多いのではないだろうか？ 一般的に低く評価されがちで
はあるが，臨床神経学の歴史を振り返ると，パーキンソン
病，ALS なども含め，ほとんどの疾患が“症例報告”によ
り存在が見いだされてきた．近年，その症例報告の投稿先
に私自身迷うことが非常に多くなってきた．出版社からす
ると，症例報告は引用されにくいため，雑誌の IF を下げ
る要因として敬遠される傾向にある．そのため，PUBMED
掲載有，IF 有，投稿料無という組み合わせが限定され，ど
れかを犠牲にしなければならない状況になってきている．
Case Report 専門のジャーナルも年々増えてはいるが，ハ
ゲタカジャーナルも多く紛れており注意を要する．歳月を
重ねて実施してきた研究とは異なるため，できるだけ 1 回
でアクセプトされたいと願うのだが，リジェクトされると，
投稿先を決めた上司として責任を痛感してしまう．以前よ
り，多忙な若手教室員に最小限の労力で論文アクセプトし
てほしいと考えていたところ，Cureusというオープンアク
セスジャーナルに出会った．IF なしも PUBMED に掲載さ
れる Springer Nature の雑誌である．投稿料も基本的に無
料で，ホームページをみると採択率が 50% を超えていた．
リジェクト時に気持ちがリセットされないよう，初回投稿
時に次の投稿先も決める工夫が重要で，今後はターゲット
ジャーナルの次は Cureus への投稿を推進しようと考えて
いる．

　小生は，2 年前より医学メディアセンターの委員を担当
している．近年，メジャーな統計ソフトは，高額かつサブ
スクになり，自費での購入は不可能になってきた．このよ
うな状況の中，産婦人科教授の片桐委員長のご尽力により，
今年度から本学において，統計ソフトのJMPが無料でイン
ストール可能になった．さらに円安の影響で大学が払えな
い電子ジャーナル購読料と研究者が支払う掲載料の高騰に
対抗すべく，「転換契約」が出来ないか現在検討中である．
是非とも大学の支援に期待したい．

（狩野　修）
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